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（議題；発災時対応・生活用水に関する課題）

２０２６／2／3　「奥阿波わっしょいの会」
阿波市元気なまちづくり活動支援事業補助金交付団体
まちづくりステップアップ支援事業
＜会場＞
市場大影農業構造改善センター　18:00～


・町田市長あいさつ
皆さん、こんばんは。市長の町田です。今日は奥阿波わっしょいの会の皆さんに、寒い中お集まりいただき、誠にありがとうございます。
また日頃は阿波市政全般につきまして、格別のご理解を賜り誠にありがとうございます。

令和５年に就任し「市民が主役のまちづくり」という公約を掲げ、市民の皆様のお声を直接聞いた上で、行政に活かすという目的で、「まちづくりミーティング」を始めました。今回で１０回目を迎えます。

令和２年からのコロナにより、人と人との絆が希薄になった中で、地域の方が集まる機会を設けて、意見を反映していきたいと思っており、今日は有意義な時間にしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。


団体からの活動報告及び意見提言
参考資料提供：「奥阿波RMO推進協議会　将来ビジョン」令和６年度採択団体
　　　　農林水産省「農村型地域運営組織（農村RMO）形成推進事業」



・市長の言葉
　合併以来人口が減っており、色んな意見を踏まえて、「楽しく、安全安心に、いのちと
暮らしとなりわい」を守っていくこと。地域にあった、地理にあった整備を検討したい。
特に、ここの地域は県境を超え連携したまちづくりも必要ではないかと感じました。



・市長コメント（結び）
色々貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。
今日は、議題について担当課の職員が来ており、内容を把握し持ち帰って検討を行いたいと思います。
20年位前からは、人口が減ったら公共サービスを減らす流れでありましたが、いちばん大切なことは利用者の意見を聞いた上で、納得していただくことが重要だと考えています。　
今日皆様からお聞きした内容を持ち帰り考えた上で、各課の担当と話し合うことにより前に進むと思いますので、よろしくお願いいたします。今日はありがとうございました。

　　　　　



